



















本研究では EModEの代表的作家である Shakespeare の２作品を取り上げ、作品中のDO挿入
とV移動が、動詞の意味によって分類されているのかどうかを検証する。
２ 研究の方法










は 30例のV移動が検出されたが、そのうち 26例が knowであり、残りは see,care, forget
39個人研究
であった。また、その１世紀後の作品であるFrankenstein（1816）での調査では、close,
doubt,know,think,seek が V移動を行っていた。それ以降の作品では knowが最も多く、
他にも doubt,care,mistake, tell,hesitate が使用されていた。さらにPrideandPrejudice
（1813）では say,think,come,admit,care,doubt,hear,hesitate,know,lose,make,say,






























































例の一つである dare が DO挿入されているものの、adhere,bid,bring,dress などの自制可能
な動詞が用いられている。全体的には、動的な意味の動詞と比較すると、静的な意味で使用され
る動詞は少ないように見える。


















作品名 静的意味 動的意味 計
RomeoandJuliet 10（23.8%） 32（76.2%） 42























































作品名 静的意味 動的意味 計
RomeoandJuliet 64（57.7%） 47（42.3%） 111




















































作品名 静的意味 動的意味 計
RomeoandJuliet 15（19.7%） 61（80.3%） 76










































have と同様に所有、関係、健康を表す静的な表現であるが、繰り上げの have が formal であ











got よりも語彙動詞 have を用いるほうが一般的であるとしている。さらに、アメリカ英語では






　つまり、イギリス英語では havegot 構文は静的な意味を有し、アメリカ英語では got/
gotten の相違によって静的・動的意味が変化することになる。











入が義務的となり、have は V位置に留まらなければならない。また、havegot 構文において
get の完了形の意味（すなわち動的な意味）を表示する場合も、Vにある gotten の意味が優先
される。すなわち、動的な意味を表す場合、Vによって意味が表示されることになる。
　よって、これらをまとめると、静的な意味を表す場合は、Vが持つ意味がTに転用されてい
る点は、静的な意味での have が V移動することと同じであると考えることができる。また、





































































（本稿は、平成 23年 2月 11日（金）に行われた『同志社ことばの会』における研究発表を基
にしている）
